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第四系「都野津層」と植物化石について

尾古
同

I はじめに

大西先生を追悼するとき，いつも浮かんでくるのは，

大学入学以来機会あるごとに指導をいただいたり ，都野

津田研グループの方々と一緒に調査したり，現地の宿舎

で大西先生を交えて議論し合った「都野津層jのことで

ある.

ここに，掲載したものは昭和 63年3月に松江教育セ

ンタ ーの研究紀要に掲載した 「都野津層jに関する研究

紀要の中から，露頭の位置と地層の特徴，産出植物化石

等に関する部分を追悼研究報告としてまとめ直したもの

である.

第 l図は，都野津田研グループ(1983) によってまと

められた地質図である . r都野津層」が分布する地域の

中から特に植物化石が産出するところを中心として調査

し，まとめたものが本報告である.

なお，第 I図中の地図番号は，本文に記載している露
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頭の位置を示す地図(地図 )~8) のおお よその位置を

示している.

H 露頭の位置と地層の特徴

(1 ) 江津市後地町~浅利町に見られる地層

地図 l の後地町の江津東小学校の周辺の地点 ) ~3

や，松井の地点 6には， r都野津層Jのなかでは最下位

層にあたる地層が見られる.なお，地点 2では，厚さ 6

m以上に達する基底亜円レキ層と ，その上に シルト 質

の粘土層が厚く堆積している.そして，この地層からは，

アカガイの化石や植物化石(図版 1-) ~6) が見つかる

ところから，これらの地層は，入り海(内湾)のような

環境で形成されたものと考えられる.

「都野津層Jの中では，第一海成層(第 2図では Ml

と表記)と呼ばれている.

「都野津層j中の海成層は，概して淡い黒灰色を呈し

ており，また，部分的に淡い黄色の粉末(硫黄成分が析

* 佐田町立佐田中学校

第l図 都野津層が分布する地域の地質図
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地図 1 江津市浅利町，後地町(国土地理院発行， 2万5千分の l地形図「浅利」使用)

出したもの)が見られることが多く，識別しやすい.

後地町薮(やぶ)の地点 7および8には黒灰色のシル

ト質粘土層があり，その中からは，木の幹，葉，球果，

実の化石(図版 I 一7~15) が産出する.これらの植物

化石をたくさん含む地層は，第二海成層 (M2) とされ

ており，地図 1の本谷の地点 4に見られる地層や，地図

3の温泉津町吉浦(地点 11)の地層と同じ層準である.

また，薮地区周辺には M1とM2の海成層の聞に淡水

成粘土層(第2図)があり，この地域の特産品である「石

州瓦jや「水瓶J製造の原料として活用されている.

地図 2の浅利町奥口の地点 9(写真 2) には，厚さが

14m以上もある淡水成粘土層があり，ヒシの実の化石

(図版II-1 ~4) が多産する.また，広葉樹の葉などの

植物化石も見つかっている.

ヒシの実の化石が多く見つかるところから，この地層

は淡水湖で堆積したものと考えられる.

以上のことから，浅利地域では，入り海のような環境

になって海成層が形成されたり，また海水準の低下によ

り淡水湖が出現し，その湖底に淡水成粘土の層が堆積し

たりする作用が少なくとも 2回以上繰り返されたものと

推定できる.

(2) 遁摩郡温泉津町福漉吉浦に見られる地層

地図 3の吉浦には，丘陵地を削って大規模な「吉浦牧

場jができているが，標高 45mのところにある牧場入

口の地点 11や，標高約 80mのところにある牧場周辺に

は「都野津層jが広範囲に分布している.地点 11の地

層中には第二海成層に相当するシルト質粘土層が見られ

るが，その地層からはカナメノキの実や， Carya striata 

の核果(図版ll-6，7) なと守貴重な植物化石が見つかっ

た.

地点 12の地層も同じ層準のものである.吉浦牧場内

の地点 13，14，15はいずれも標高 80m前後のところに見

られる地層であり，これらの地層からは，共通してアカ

ガイの化石が産出したり，サンドパイプ(生痕化石)が

見つかる.このことから，これらの地層は，第三海成層

(M3) に対比することができる(第 2図). 

(3) 遁摩郡温泉津町井田に見られる地層

地図 4の津淵の地点 16(標高 170m，写真 3)では，

基盤上に基底角レキ岩層及びサンドパイプを含む海成シ

ルト質粘土層が見られる.この地層は， I都野津層Jの

地図 3 温泉津町福波吉浦(同， r浅利」使用)



第四系「都野津層」と植物化石について 81 

模式地である都野津で見られる第四海成層 (M4) に対

比されている.この第四海成層は，地点 16の他にも地

点 17~19にも分布している.

上中荻の地点 24には，厚さ 15m以上に達する風成砂

層がある.この風成砂層は，地点 24の北方に位置して

いる三子山周辺にも分布しており，その層厚は厚いとこ

ろでは， 50m近くあるといわれている.この風成砂は，

鉱物資源の「ケイ砂」として大がかりに採取され，温泉

津港から船で積み出されている.

これらの風成砂は，これらの地域に海が進入していた

ころに海岸の砂が風により吹き上げられ堆積したもので

ある.

また，この風成砂層の上位には，大江高山火山群起源

の軽石層や火山レキ層が厚く堆積している(第 2図). 

火山レキの中には，長経 1m以上のものも見られること

から，かつて大江高山火山群が激しい火山活動を繰り返

していたことを物語っている.

横道の地点 21 (写真4)では，軽石層や，葉理のある

火山灰質粘土層が見られる.この粘土層からは保存のよ

い葉の化石が多産する(図版II-8，9) . 

(4) 大田市大代町大家に見られる地層

地図4の大家の地点 23には，川沿いに大きな露頭が

見られる.その下部には，厚さ 10m以上に及ぶE円レ

キ層があり，その上部には厚さの厚い 3層以上の軽石層

が堆積している.その層理は，ほほ水平であるところか

ら，湖底に堆積したものと考えられる.

地点 23から柿田にかけては，次第に標高が高くなる

道路があり，この道沿いに歩いていくと，軽石層の下位

のものから上位のものへと順次観察していくことができ

る.また，地点 23の南方にあり，やや標高が低い下市

の川沿いの崖には，地層 23の亜円レキ層の下位にくる

淡水成の炭質粘土層が厚く堆積している.

これらのことから，大家周辺地域には，大江高山火山

群が活動する前に広大な湖が広がっていたと考えられる

(第 3図). 

(5) 大田市祖式町八反田友び山中に見られる地層

地図 5の八反田の地点 25では，基盤上に小角レキか

ら成る基底レキ層があり，その上位には炭質シルト層，

さらにその上位には厚さ 10m以上の淡水成粘土層があ

る.それらのようすは，地点 25からあぜ道沿いに登っ

ていくと地層の層相について，下位から上位にかけて連

続的に観察できる.また，基底レキ層の上にある炭質シ

ルト層からは，オオパラモミやコメツガ(図版m-4~6)

が見つかった.また，この地点からは，この近くに住ん

でいる人の話によると，カラス員など淡水棲の員化石も

見つかっているとのことである.地点 26，27には，地点

地図4 温泉津町井田~大田市大代町大家(国土地理院発行， 2万5千分の l地形図「大家」使用)
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25の上部の粘土層と同じ層準の淡水成粘土層(厚さ 4m

以上)が見られる.この粘土層からは，数は少ないがヒ

シの実の化石が産出する.地点 28では， 3層の軽石層

があり，それらの聞には厚さ約 IOcmの灰白色細粒火山

灰層が見られ，その中からは「火山豆石J(図版Ill-3)

が見つかる.地点 29では，厚いE円レキ層の上に軽石

層がある.この地点は，地層に対して斜めに道がついて

いるので，これらの地層の様子を観察するのに適してい

る.この地点の軽石層は，地層の構成物の特徴，軽石層

の枚数，火山豆石を共通に含むことから前述の地点 28

や祖式町山中の地点 31に分布している軽石層と同じ層

準のものと考えられる.

地図 6の山中の地点 30と地点 32は，同じ標高 (240

m) にあり，いずれも 3m以上の厚さの淡水成粘土層が

見られる.この周辺の地域では，ほぼこの標高の場所で

この粘土層を見つけることができるので，追跡して調べ

てみると興味深い.地点 30から地点 31にかけては，こ

の粘土層の上に砂層・レキ層・砂層が順次堆積し，さら

にその上位に大江高山起源の火山灰層・軽石層が堆積し

ている.

地図 7の猪目の地点目には，大規模営農団地が造成

されていて，その周辺には正陵地上部の断面が露出して

おり，地層を観察するのには絶好の場所である.この地

点では，地点 32の粘土層の下位に当たるE円レキ層や

淡水成炭質粘土層が見られる.この淡水成粘土層からは

ヒシの実の化石(図版皿-1，2)が産出する.

この地域は，堆積物のようすから亜円レキ層が厚く堆

積するような氾濫原が出現したり，続く時代には粘土層

地図 5 大田市大代町八反田(地形図， I大家J使用)

彬

が堆積したり，ヒシが生息するような淡水湖が広がって

いたと考えられる.そして，湖が広がっていた時代に大

江高山火山群の活動が始まり，大量の軽石や火山灰が飛

来し，湖底に厚く堆積したと考えられる.

(6) 邑智郡巴智町炉谷，小松地，小貝谷に見られる地層

地図 8の宮谷の地点 39(写真 6)では，炭質シルト層

からヒシの実が多産する(図版lV-4~7) .また，谷向

いの地点 40 からは，オオパタグルミの核果(図版町一1~

3)が 10余り見つかった.この露頭は，現在はコンクリー

トで覆われていて化石の採集できないのが残念である.

このオオパタグルミの化石は，全国的には各地で見つ

かっていたが，山陰でははじめて見つけたものである.

この化石は示準化石であり，これが見つかるとこの化石

を含む地層は約 200万年前(鮮新世末)に形成されたと

いうことがわかる.

私が学生時代の卒業論文のために，この地域を調査し

ていてこのオオパタグルミを見つけたときには，大西先

生にはおおいに評価していただいた.そして，さっそく

現地にそのようすを見に来ていただいたり，先生の論文

に紹介していただいた.そんな意味でも大変懐かしく思

い出す化石でもある.

炉谷の地点 34(写真 5)及び地点 35では，炭質粘土

層や亜円レキ層の上位に厚さ数 cmの細粒軽石や，成層

している火山灰層(厚さ約 70cm) が見られる.この成

地図 6 大田市祖式町八反田(地形図， I大家j使用)

地図 7 大田市祖式町猪目(地形図， I大家j使用)
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層した火山灰層と軽石層の互層はよく連続しており，こ

の地域ではおよそ標高 250m-255mの場所(例えば地

点37，41，42，および45)で見つかっているが，東の方向

にいくほどその厚さは薄くなる.ところが，地点 45で

は，この火山灰層の厚さが約 8mと大変厚い.それは，

かつてこの付近には，周りを高い山で固まれた凹地があ

り，そこに湖水が溜っていて，周囲から流されてきた火

山灰が二次的に繰り返し堆積したとことによると考えら

れる.そのことは，火山灰層の下に厚いピート層(葉や

水草などが十分に腐らずに残っている状態のもの)が存

在することからも裏ずけられる.

小松地西の地点 36や小貝谷の地点 44では，成層した

火山灰層の上位に，大江高山起源の石英安山岩の火山レ

キ(“くされレキ"化している)を含むレキ層がある.

以上のことから，大代町~祖式町~水上町の地域に

は，氾i監原や湖が交互に広がっていた頃，邑智町中戸谷~

小松地の地域にも湖が連続的に存在し，周りにはオオパ

タグルミなどが生育していた時代があったことが推定で

きる.また，大江高山火山群の活動が始まると，広大な

湖上に軽石や火山灰が大量に飛来し，それらが水分を吸

収して湖底に沈澱し，厚く堆積していったものと考えら

れる.

E 浅利~福波~井田~大家~祖式~小松地地域に分布

する「都野津層Jの地質柱状図(第 2図)

町 浅利~井田~大家~祖式~水上~小松地地域の古環

境について

今まで述べてきた各地の「都野津層」の特徴や産出化

石に基づいて，調査地域全体にわたっての古環境につい

てまとめると，次のようになる.

(1 ) 海成シルト質粘土層の分布から

江津市都野津・浅利から温泉津町福波・井田の地域に

は，アカガイなどの貝化石や生痕化石のサンドパイプを

含んでいる地層がある.これらの地層からは，たくさん

の植物化石が産出するところから，これらの地層が分布

する地域には，堆積した植物が沈澱しそれらが腐りにく

い入り海(内湾)のような環境があったと考えられる.

「都野津層」には，海成シルト質粘土層が場所によっ

て2-4層見られところから，このような環境が海水準

の変動にともない繰り返し出現したものと推定できる.

(2) 風成砂層の分布から

温泉津町上中荻・菰口・鷲峰寺の地域にかけては，粒

の大きさがそろっていて，丸昧を帯びている砂(手にと

るとサラサラした感じの砂である)から成る風成砂層

が，厚いところでは 50m位堆積している.これらの風

地図 1 江津市浅利町，後地町(国土地理院発行， 2万5千分の 1地形図「浅利j使用)
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成砂層が分布している近くには第四海成層 (M4)があ

るところから，この砂正層が形成されたころには，この

付近は海が広がっていて，季節風等で飛ばされ移動して

いくうちに角がとれて丸みを帯びた風成砂ができたもの

と考えられる.

(3) ヒシの実などの植物化石を含む粘土層の分布から

江津市浅利町奥口，大田市祖式町，巴智郡巴智町小松

地などには，植物化石のヒシの化石が多産する.

ヒシは，湖沼の水面に生育している植物であり，実が

成熟してくると，実だけがはずれて湖招の底に沈んでい

く植物である.

このことから，ヒシの実の化石を含む炭質粘土層が堆

積した環境としては，湖沼が考えられる.また，この炭

質シルト層は，大田市大代町から邑智町小松地にかけて

分布しているところから，これらの地域には広大な淡水

湖が存在していたと考えられる.

(4) 厚い亜円レキ層の分布から

大田市大代町から邑智郡邑智町小松地にかけての地域

には，こぶし大のE円レキを含むレキ層が厚く堆積して

いる.そして，これらの亜円レキ層の聞には，層厚 3~

10m におよぶ淡水成粘土層が 1~3 層挟まれている.そ

の亜円レキ層は，大田市水上町では特に厚く堆積してお

り，その厚さは 50~60m にも達している.

これらの地層のようすから，この地域の亜円レキは海

水準変動などの原因で広大な淡水湖から水が百|いていっ

た後に「氾濫原jのような環境が出現し，洪水等の度ご

とに川の上流から流されてきた亜円レキが，徐々に堆積

していったものと考えられる.

(5) 大江高山火山群の溶岩，火山レキ，軽石層唱火山灰

層の分布から

大田市大代町から祖式町にかけては，軽石層や火山レ

彬

キ層が厚く堆積し，残っている.また，大江高山火山の

東方にあたる邑智町にかけての地域には，成層した軽石

層や火山灰層が淡水成粘土層や亜円レキ層の上に見られ

る.

これらの事実から，亜円レキ層や淡水成粘土層が形成

されたあと，大江高山火山群の激しい火山活動が始ま

り，火山の近くでは溶岩ドームができたり，火砕流堆積

物層ができた.また，激しい火山活動の度ごとに，噴出

した軽石や火山灰が上空の風に乗って邑智町方面に運ば

れ，かつて存在していた「淡水湖jに落下いていき，水

中でふるい分けがなされながら堆積した結果， r成層し

た軽石層や火山灰層Jができていったものと考えられ

る.

これらの古環境の変遷について，モデル的に表したも

のが第 3図である.
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第四系「都野津層」と植物化石について

1. 淡水域で，亜円レキや砂が堆積した.

海水準面

----〆 井田

2. 海水準が高くなり，浅利の地域は内湾性の海となり，海成粘土層(第一海成層 :

Ml)が形成された.アカガイなども 生活していた.また，水上地域では大地が

沈降し始め，昔の江川の上流から運搬された亜円レキが堆積した. 亜円レキ層

海

3. その後，上記 1，2のような環境変化が繰り返され，砂レキ層や淡水成粘土層，

海成粘土層 (M2~M3) が形成された また， M3が堆積する頃，水上地域では

大地が沈降して出現した湖に，淡水成粘土層が堆積した.
.~ 淡水成粘十層

ー丘一一一一一一主一」と」:ー___ c・E 一一旦一一7ζ ，
餌世田明輔F 司「可司輔F

4 最大の海進があり，温泉津町井田あたりまで海が進入し，内湾が広がっていつ

た.第四海成層 (M4) は，そのときに堆積したものである.※当時の井田~祖

式~水上~小松地の地域は現在の標高より低く 徐々に隆起して現在の標高に

なったものと考えられる.

5. 大江高山火山群が活動を始め，

海成粘土層や湖底堆積物の上に軽

石層や火山灰層が堆積した.

6. その後，海水準が下がり，湖底や海底の堆積物層が地表に現われ，流水などに

より侵食を受ける.その結果，現在では地層の一部が丘陵地になって残っている

のである. したがって，丘陵地をつくる地層を調べることによって，当時の海底

や湖底，及びそれらの周辺のようすを復元することができる .

第 3図 古環境の変遷をモデル的に表した図
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都野津層から産出する化石

図版

7 

尾官
向 f杉

6a 

9 

11 

8a 8b 

1，2 (アカ ガイの印象)

6 (オオパタグルミの核果 Xl a頂部， b側面)

8 (ヒメシャラの実 Xl a， bは表裏)

10 (ナラの一種の殻斗 XI aは側面， bは内側)

12~ 1 4 (ヒメトガサワラの球果 XI) 

※ 1 ~6 地点 1(本谷)で産出

3~5 (ク ロマツの球果 XJ) 

7 (メタ セコイアの球果 XI) 

9 (コメツガアの球果 XJ) 

1 1 (ブナの実 X2) 

15 (ハリモミの球果 XI) 

※7~15 地点 8 (薮)で産出



図版 11

第四系「都野津層Jと植物化石について

5 

6a 6b 

7a 

----で--.込
ー一 、- -・~ 、 ~ 

9a 9b 

1，3 (ヒシの一種の実 X 1) 2 (ヤツイボピシの実 XI) 

4 (ジョゴピシの実 X 1) 5 (コハクウンボクの実 XI) 

6 (カナメノキの実 X1 a， bは表裏)

7 (Carya striata Mikiの堅果 X 1 a， bは内部，外部)

8 (広葉樹の葉の化石 xl) 

9 (aはマツの球果，bは化石を取 り出したあとの印象 X 1) 

※ 1~4 地点 9 (奥口)で産出 ※ 5~7 地点 11 (吉浦)で、産出

※8， 9 地点 21(横道)で産出
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90 尾古
同 材4

図 版川

2a 

4 

2b 

5 

1，2 (ヒシの一種の実 X 1 a， bは表裏)

3 (火山豆石…大豆くらいの白っぽい部分 XI) 

5 (オオパラモミなど Piceasp. の小枝と葉 XI) 

※1，2 地点 33 (猪目)で産出

※4， 6 地点 25 (八反田)で産出

4 (コメツガの球果 XI) 

6 (オオパラモミの球果 XI) 

※3 地点 31 (八反田)で採取

※5 地点 25 (小貝谷)で産出



図版 IV

1a 

1b 

1c 

第四系「都野津層」と植物化石について

2c 

1 ~3 (オオパタグルミの核果 X 1 a頂部， b側面， c基部)

4 (ヤツイボピシの実 xI) 
5 (シ リブ トピシの実 xJ) 

6，7 (ヒシの一種 Trapaanteformata Mikiの実 x 1) 

3a 

3c 

※ 1 ~3 地点 40(宮谷)で産出 ※4~7 地点 39 (富谷)で産出
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92 高尾

写真 1 邑智郡邑智町小松地から見た大江高山

水平に見える陵線は， r都野津層Jおよび大江高山

火山群起源の噴出物からできている山々の陵線が重

なって見えているものである。

写真 2 江津市浅利町奥口 (地点、9)

a:くずれた粘土， b，c 灰白色粘土層

d:塊状粘土層，e 粘土層， f:シルト層

写真 3 温泉津町井田津淵(地点、 16)

a:基底角レキ層

b:海成シルト質粘土層(第四海成層，M4) 

材4

写真 4 温泉津町井田横道(地点、 21)

a:軽石層 b:葉理をもっ火山灰層

c， d :火山灰質粘土層(葉の化石を含む)

写真 5 E.智郡邑智町炉谷 (地点、 34)

a:亜円レキ層

b水平な葉理の見られる砂層ないしはシル ト層

c:葉理をもっ軽石層 d:火山灰層

写真 6 邑智郡巴智町小松地宮谷 (地点、 39)

a:炭質粘土層 (ヒシの実の化石産出)

b:亜円レキ層
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